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助成対象となった事業 

 

助 成 
コース 

事業名 事業概要 団体名 
代表者 
役職名 

代表者 
助成 
金額 

A. 自助グ

ループづ

くり 

マタニティ＆あ

かちゃんサロン 

妊婦対象のサロンや、あか

ちゃんとその家族対象のサ

ロンの開催など 

あっとまま 代表 古山 みのり 5 万円 

B. セーフ

ティネッ

トづくり 

産前産後で結ぶ

やさしさの伝承

事業（地域の産後

デイサービス） 

産後デイサービスのプレ施

行及びヒアリング調査 

NPO 法人 

kosodate はぐ

はぐ 

代表理事 前島 朋子 15万円 

インクルーシブ

教育の実現を目

指して 

教育プログラムの体験ワー

クショップの開催及び映画

上映会の開催 

NPO 法人 こど

もの育ちサポー

トステーション 

代表理事 大山 吐志 15万円 

双葉台における

学習支援プロジ

ェクト 

学習支援や居場所づくり、

他地域での事業立ち上げ支

援、ネットワークづくり 

茨城大学学生団

体「学びと交流

の秘密基地」 

代表 小松 舞美 15万円 
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2016 年度いばらき未来基金冠助成プログラム 

「花王・ハートポケット倶楽部 地域助成」事業報告書 
 

事業名 マタニティ＆0歳あかちゃんサロン 

申請コース 

（いずれかに ○ を記入） 

A. 自助グループづくり（〇） 

B. セーフティネットづくり 

団体名 あっとまま 

実施内容 

〇マタニティサロン（計8 回実施・参加者 40 人(スタッフ含む)） 

毎回 2～3 名の参加者とスタッフが集まり、おしゃべりを楽しみました。 

 

〇0 歳あかちゃんサロン（計 8回実施・参加者 217 人(スタッフ含む)） 

絵本・パティシエ・美容師・バルーン・カイロプラクティック・ヨガとい

った多様な講師をお招きし、たくさんのあかちゃんとママに参加してもら

うことができた。 

 

〇その他 

あっとカフェ（3回）、あっとまま 1周年イベント、あっとままランチ（各

1 回ずつ）などを開催。（※茨城県社会福祉協議会からも「サロン助成」を

いただいての開催。） 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

活動の周知を広め、会員を募り、自主財源で継続できる組織作りを目指し

ていたが、当初の目標どおり、20名の方に会員になっていただくことがで

きた。また、HPや FB の閲覧数も上昇しており、活動の認知度は確実に高

まっていると考えられる。現在も数名の方から会員希望の問い合わせがき

ており、今後は助成金に頼ることなく、自主財源で無理のない活動を継続

できる見込みである。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

産前から産後にかけての継続したサポートを目的として活動を開始。マタ

ニティサロンから参加し、産後も引き続き 0 歳あかちゃんサロンに参加し

てくれている方が 3 名。そのうち全員が、産後のケアを希望され、自宅で

赤ちゃんを沐浴したり、事務所でママの体調不良時にあかちゃんを預かる

など、サロンだけにとどまらない、スタッフと親密かつ良好な関係を保つ

までに活動の幅が広がった。また、水戸市の子育て支援センターから出張

サロンの依頼があったり、2017 年には水戸市と協働事業を開催するなど、

活動の重要性が広く認知され、地域社会に必要とされている団体に発展さ

せることができた。 
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申請書に記載した 

ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

0 歳に限定していながらも、行政の「子育て広場」といった居場所づくり

では考えられない人数の方が参加している。また、実際に「講師をしたい」

というお母さんからの申し出もあるなど、居場所だけでなく、“子育て中で

も誰かのために役に立てる”という自信を持てる場所になっていると考え

られる。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

会員になってくれたお母さん同士で、新たなネットワークである「ちょっ

とまま」を始動。母親の緊急時に、登録した「ちょっとまま」で赤ちゃん

を一時的に預かる仕組みで、既に 12 名の方が登録。今後、産後うつなど

の不安を抱えたお母さんを、同じ子育て中のお母さんがサポートするとい

う、新しい助け合いのスタイルを築いていきたい。 

課題は、妊婦さんに情報を届けるのが非常に困難であるという点。今後、

産婦人科や行政と連携し、更なる活動の周知とサポートを続けていきたい。 

花王・ハートポケット

倶楽部へ一言 

いただいた助成金で活動を開始することができ、また、その活動を軌道に

乗せることができました。大変感謝しております。これからも、「ありがと

う」と「お互いさま」の気持ちを大切に、小規模ながらも、お母さんやあ

かちゃんに寄り添った活動を続けていけたらと思います。 

自己評価 

（いずれかに ○ を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった（〇） 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 
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2016 年度いばらき未来基金冠助成プログラム 

「花王・ハートポケット倶楽部 地域助成」事業報告書 

事業名 産前産後で結ぶやさしさの伝承事業（地域の産後デイサービス） 

申請コース A. セーフティネットづくり 

団体名 特定非営利活動法人 kosodate はぐはぐ 

実施内容 

ママの休養を目的としたデイサービス 

毎週木曜日 10：00～16：00 （要事前申し込み） 

内容： 

・赤ちゃんのお預かり ・昼食、おやつ付 

☆オプションで、助産師及び鍼灸師のケアあり 

費用：実費の一割負担 

☆人との会話や食事が心身を元気にすると考え、地域住民の協力により地

元野菜を中心に手作りの食事を用意した。 

⇒産後デイサービス利用者以外の来所したママ達に、ランチを提供した。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

本来の目的である、産後デイサービスは利用実績なしという残念な結果に

なってしまったが、デイサービス以外の目的で訪れた利用者にカフェを通

じたケアサービスを行なった。その中で、当初の企画時には見えてこなか

った利用者のニーズを再確認し、利用者の立場にたったサービスを行った。

また、一連の事業を通じて衣食住を共にする事、顔と顔をあわせたつきあ

いが、ひとの心を温かくし、良い子育て環境を作るのではないかと改めて

痛感した。今後も模索しながら、私達の考える居場所づくり、地域づくり

に少しでも寄与していきたい。今回の事業実施内容については、つくば市

の担当部署に今後の産後ケアのありかたについて、今回の結果を反映でき

るように提言できました。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

近年の核家族化や社会的心理的背景から、家族間で産後ケアを受ける事

が難しくなっている現状がある。産後の孤立化がその後の育児に影響を及

ぼすことから、産後ケアの重要性について、やっと関心がもたれるように

なってきた。厚生労働省が平成 29 年8 月に産前産後サポート事業ガイド

ラインを発表したが、実施は市町村レベルで行われるので当団体が活動し

ている地域でも、まだ検討中といった段階である。当団体がこの分野で活

動開始している事が伝わっており、ヒアリングされた際今回の実践による

気づきを伝える事ができた。 

申請書に記載した 

ように、市民の新たな

新たに活動に参加してくれる仲間が増えた。（調理スタッフ・託児スタッフ） 

それをきっかけに、継続的に当団体で活動してくれる事になった。 
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「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

～産後デイサービスを利用しづらい理由～ 

１．車社会の地方都市であるこの地域では、実施場所の助産院まで自家用

車やタクシー、バスの利用が必要である。しかし、体調が悪い時に自分で

運転するのが難しい、タクシーを利用すると金銭的負担が大きくなるとい

う意見がでた。行政が行っている福祉タクシーや民間タクシー会社との連

携の必要性を感じた。 

２．事前の申し込みが必要であるため、自分のニーズとタイミングが合わ

ないという声があった。いつでも利用可とする為には、人件費がかかる。

利用数が多い大規模施設でないと実際の運営が難しいと感じた。 

３．開催日が限られている。２と通じるが、やはり利用者のニーズに合わ

ないと利用しづらい。しかし、毎日開催する為には、場所の確保、人の確

保が必要であり、運営者サイドの物理的経済的なハードルが高くなる。 

４．利用者側に、サービスを利用する風土がない。最近、産後ドゥーラと

いう職業ができたりして、産後サービスを使う方も出てきているがまだま

だ利用者が少ない現状だと聞く。日本の女性の中には、出産という大きな

仕事を成し遂げたという自負心や、サービスを受けてゆったり過ごすのが

当然という気持ちが少ないと感じる。自分の為にお金を使う事や、他人の

サポートを受けてゆっくりするなんて…という気持ちが、興味は持ってい

るが利用にまで至らない原因なのではないかと考えている。産後の女性が

大切に扱われてしかるべきという、社会の風潮や女性自身の意識改革がで

きるまで、もう少し時間がかかるのかもしれない。 

花王・ハートポケット

倶楽部へ一言 

花王の社員の方々が応援してくださるこの助成金は、他の助成金と違い応

援いただいてる、力をいただいてると実感できる有難いものでした。大切

なお金をいただいたのに本来の目的が達成できず、申し訳ありませんでし

た。しかし、自分たちに得たものを、地域に還元できるよう今後も精進し

ていきたいと思っています。ありがとうございました。 

自己評価 

（いずれかに ○ を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. 〇その他（本来の目標を達成する事はできなかったが、新たな取り組

みのきっかけ作りになった） 
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「フォイヤーシュタイン教育プログラム」学習会の様子 2016.12.11 

「フォイヤーシュタイン教育プログラム」IE-1 点群の教材 
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「フォイヤーシュタイン教育プログラム」体験ワークショップの様子 2017.6.18 

「フォイヤーシュタイン教育プログラム」体験ワークショップの様子 2017.6.18 
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2016 年度いばらき未来基金冠助成プログラム 

「花王・ハートポケット倶楽部 地域助成」事業報告書 
 

事業名 双葉台における学習支援プロジェクト 

申請コース 

（いずれかに ○ を記入） 

A. 自助グループづくり 

B. セーフティネットづくり 

団体名 学び交流の秘密基地 

実施内容 

①双葉台地区での学習支援 

 第６回学習支援：2/15(水)～3/2(木)(日曜を除く) 

         平日 13 時から 19時まで 

         土曜 9 時から 18時まで 

         内容 1.学習支援 

            2.居場所づくり 

            3.進学支援 

②茨城県、県内市町村自治体、NPO 等による学習支援・居場所づくり事業

立ち上げおよび学習支援・協力 

③茨城県内学習支援・居場所づくり関係団体の関連事業の情報収集と 

ネットワークづくり 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

今回、双葉台での学習支援では、子どもたちの参加人数が最多となるこ

とができました。学習支援開催後には、参加者の方々からの電話や手紙が

届き、「教わったところがテストに出た」「勉強がたのしくできた」等の声

をいただきました。保護者の方々からも、「家でも自主的に勉強するように

なり、子どもたちが勉強する習慣を身につけるきっかけとなることができ

た。」と、学習支援教室以外の場でも、活動の成果が出ているようでした。 

また、今回は、中学三年生の参加者も多くいました。中には塾に通って

いない子もいましたが、高校受験日の直前まで学習支援を開催していたた

め、最後までその子たちへ受験のサポートをしていくことができました。

無事、地元の公立高校に合格した子もいて、彼らの進学へ大きく貢献する

ことができました。 
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申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

今回、双葉台地区の市民団体「ぷらっと」様と協力関係を結ぶことがで

きました。子どもたちの参加人数が最多となった要因には、「ぷらっと」様

が中心となって、活動の日程等の呼びかけを地域内でしていただいたこと

が挙げられます。大学生ボランティアが少ない日などには、学習支援に携

わっていただくこともあり、地域の方々の活躍の場ともなれたと思います。 

また、子どもたち同士で誘い合って参加したり、保護者方たちのなかで

話題となり、そこで当活動のことを知って子どもに参加させたりするなど、

だんだんと地域に根付き、必要性も高まっていると感じています。実際、

次回の開催の日程を確認する連絡もいただいたこともあり、継続した活動

にする必要があるようでした。 

申請書に記載した 

ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

学習支援期間中、毎日参加する子どもが何人もいました。日によっては、

終了時間まで集中して勉強に取り組む子もいて、時間を延ばすなど柔軟に

対応していくこともありました。中には「毎週開催してほしい」という声

もあり、子どもたちにとって、安心して勉強ができる居場所になっている

という実感がありました。 

また、双葉台の地域の方々が、様子を見に来ていただいたり、大学生ボ

ランティアが足りない時にお手伝いしていただいたりするなど、地域の

方々の新たな社会貢献の場ともなれたと思います。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

子どもたちの保護者の方が様子を見に来てくれることも多く、その方た

ちにも学習支援活動に参加してもらえないかと思案しています。また、子

どもの学習について、不安に思う保護者の方とも出会い、そのような方々

へのフォローできることがないか考えています。 

 また、対象児童が中学生まででしたが、今年、高校に入学する子たちへ

も継続した支援が必要であると感じ、対象年齢についてもう一度考えてい

く必要があると思っています。 

花王・ハートポケット

倶楽部へ一言 

御倶楽部の会員の方々からいただいたメッセージは、心温められると共

に、自分たちの活動は社会にとって必要なものなのだと、改めて活動に対

しての自信と誇りをもつことができました。おかげさまで、今回の活動で

は、多くの子どもたちの将来の可能性を伸ばす一役を担うことができ、地

域の方々からもたくさんの手助けをいただけるようになりました。こんな

にも有意義な活動となることができたのは、御倶楽部の方々からの支援が

あったからこそです。本当にありがとうございました。 

自己評価 

（いずれかに ○ を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 

 



いばらき未来基金 冠助成事業 2016 年度 花王・ハートポケット倶楽部「地域助成」事業 報告書 
 
 

 

 

24 

 



いばらき未来基金 冠助成事業 2016 年度 花王・ハートポケット倶楽部「地域助成」事業 報告書 
 
 

 

 

25 

 


